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目 的　 柱t橘果 汁 の 味 を 比 較 する 場 合、 苦 味 で 判定 す る こ と が多¥^  が、H  a 1 e r　 ら に よ り

官 能 的 な 苦m.  は 酸 味、 甘 味 に 影 響 さ れ る と 報告 さ れ てい るこ と から も、 苦 味 に 影 響 す る 条

件 に は、’い く つ かの 要 因 が 複 合し て い る こ と が 考 え ら れる。　本 研 究 で は、 温 度 と 硬さ に 焦

点を あ て、 官 能 的 な 苦 味 評 価 へ の 影 響 に つ い て 検討 し た。

方 法　10 ～16 名 のパ ネ ラ ー に よ り 果 汁 の 苦 味、 酸 味、 甘 味 の3  点 に つ い て 順 位 法 お よ ぴ

２ 点 比 較 法 に よ り 官 能 検 査 を 行っ　た。 試 料 は グ レ ープ フ ル ー ツ果 汁 をm  い、 次 の4   方 法 に

よ り 検 討し た。CD  -  A 、 果 汁 の 温 度 を1  0、3  5 、6  0° C　 に 設定 し保 温し ｔ。 ①-  B 、 果 汁を

1 % 寒 天 液 で ゲ ル 状 に し、 上 記 の 温 度 に 保つ　たo         ② 一 Ａ、 温 度 を35 °Ｃ　に 保 ち、 果汁 お よ

ぴ1  ％ 寒 天 ゲ ルを 比 較し たo      R  ―  B 、 寒 天 液 を0.5.　La   1.5％ にb  3 5 °Cに 保つ　た。 試 料 中 の

リ モ ノ イド お よ ぴ ナ リ ン ギ ン は、 高 速 液 体々 ロ マ ト グ ラ フ によ り 測 定し た。

結 果　 試料 中 の ナ リ ン ギ ン はi 7.5皿g ％、 リ モ ノイ ド は リ モ ニ ン1  O,Op p ・ 、 ノミ リ ン6.0

p p m を 示 し た。 有 機 酸 は14  4 % 、 精 度9.2 ％、 還 元 精9  0mg％ を 示　した。　官 能 検 査 の 結 果、 供

試 液 の 温 度 を6 0°℃ に 保つ　た方 が1 0 °Cよ り も 苦 味 で は5 ％ 有 意 差 を 示し、 ケン ド- ル の ー 致

性 が 認 めら れた 。1  % の 寒 天 液を 凝 固 さ せ。 保 温 温度 を 変え た 場 合、 ６ o°c で 苦 味 に1  ％ 有

意 差 が 得 ら れ た。 温 度 を35 °Ｃに 保 ち ゲ ル の 硬 さ を 変 え た 場 合、 有 意差 は 得ら れ な い が ゲ ル

状 の 方 が 苦 味ifi 感 じ ら れ、 甘 味 はソ ル 状 の方 に` 感 じ ら れ た。 寒 天 液 の 濃 度 を 変 え て 温 度 を

35 °Ｃに 保 っ た 場 合、 苦 味、 甘 味 に 有 意 差は 得ら れ ず、0.5 ％ で 酸 味で5  % 有 意 差 が 得ら れ た。

以 上よ り 果 汁 の 苦 味 は、 調 理 形 態 よ り も 保 温 温 度 に よ る 影 響 が 大き い こ と が 示 唆 さ れ た。

A  38　　k  -  f7 ラ ぞ'- ア こ ゲ･レ 。璋 砧 ■解 凍|り-r^  る 添 加 初・ 影 響

川 村 短 丸　O 村 ふ篤5-　 拉T 泰 ｝

東糸 恢恢　 川鳩^ ≪l

日 的　f  ■ ザ'－ ト 乞 リ ーしii.レt-- K －-n ラ ぞ －r  ン 濃 反 ， ゲ'ii^m 細A く１ヽ 今<    .　まt-- 凍 結

･ 解 凛･
乙対1  る な むﾄt  u    ぷ<    r; o 。

葦 后 ちU 低 遭 ＆ ，K   - カ ラ ぞ ー ナン グ` ･・・ 離 水抑 削 ，

凛 絲 ■ 解 淳 に 対?  ろ 抵 抗 昶I-  M  レI   tx 添 加 初･ヵ 影 響･--   っ い い 陵if  1  '<T I' 
， ざ き･こ蘇糖I- つ

ぃT    奴 旨V/  T-
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